
　本研究は，当院における胸腰椎圧迫骨折患者の在院日数に影響を与える要因について明
らかにすることを目的とした。当院に胸腰椎圧迫骨折の診断にて入院し，除外基準を除い
た46名を早期退院群と長期入院群に分け，各調査項目との検定を行った。その結果，在
院日数との関連を認めたのは介護保険利用の有無であり，特に長期入院群では入院時点で
要介護認定を受けているものが多かった。そのため要介護認定患者では，スムーズな退院
のため特に早期からの関わりが必要であることが示唆された。
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